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日本学童保育学会機関誌投稿原稿査読についての内規

　この内規は、日本学童保育学会機関誌『学童保育』編集委員会規程に基づく投稿原稿の査読について
必要な事項を定める。

１ �．投稿原稿（研究論文、実践研究論文、研究ノート）の採否については、編集委員会が選定した査読
者 ３名が査読を行い、編集委員会が最終的に決定する。
２� ．編集委員会は、専門性に基づき、各論文について査読者を選定する。執筆者または共同執筆者が編
集委員会委員である場合、当該論文の査読者の選定には加わらない。
３� ．特別の事情があると編集委員会が認めた場合を除き、査読者は匿名とし、著者と査読者が審査にか
かわる事項で直接に連絡を取り合うことを禁ずる。
４� ．査読者は、対象論文に対して、以下の項目をめやすに評価を行う。
　◆内容　　　　 1）学童保育学への寄与度
　　　　　　　　 2）独創性・新規性（研究としての水準）
　　　　　　　　 3）有用性（学童保育研究及び実践に対する価値）
　　　　　　　　 4）信頼性・妥当性（研究方法及びデータの収集・処理の正確さ）
　　　　　　　　 5）論理性（理論構成や論理展開の妥当性）
　◆形式・表現　 1）投稿内規の遵守
　　　　　　　　 2）表題の適切性
　　　　　　　　 3）文章の表現力
　　　　　　　　 4）図表の必要性・適切性
　　　　　　　　 5）参照・引用文献の適切性
　　　　　　　　 6）要旨と本文内容との整合性
５� ．査読者は、上記の各項目について審査し、次の段階で判定を行い、査読結果を編集委員会に報告する。
　　　Ａ：掲載可
　　　Ｂ：字句修正により、掲載可
　　　Ｃ：内容修正の上、再査読
　　　Ｄ：掲載不可
６� ．編集委員会は、 ３名の査読結果を次のとおり扱う。
　①　ＡＡＡ、ＡＡＢ、ＡＡＣ、ＡＡＤ＝Ａ：掲載可とする。
　②　ＡＢＢ、ＡＢＣ、ＡＢＤ、ＢＢＢ、ＢＢＣ、ＢＢＤ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝Ｂ：�指摘事項の修正状況を編集委員会で確認のうえ掲載可と

する。
　③　ＡＣＣ、ＡＣＤ、ＢＣＣ、ＢＣＤ、ＣＣＣ、ＣＣＤ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝Ｃ：指摘事項の修正状況を再査読する。
　④　ＡＤＤ、ＢＤＤ、ＣＤＤ、ＤＤＤ＝Ｄ：掲載不可とする。
７� ．修正を要するとされた原稿については、査読者からのコメントを編集委員会より筆頭執筆者に通知
する。Ｃ判定を受け、修正後に再投稿された原稿については、改めて査読者に再査読を依頼し、その
判定結果に基づき、編集委員会が掲載の可否を決定する。
８� ．編集委員会の依頼による論文原稿については、編集委員会による査読を行う。
９� ．この内規の定めによらない事項については、編集委員会の判断によるものとする。
１０�．この内規の改定については、編集委員会の過半数をもって議決する。
　附　　則
　この内規は2015年 1 月24日より施行する。




